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新
宿
駅
か
ら
京
王
線
で
五
分
、
笹
塚
駅
の
ホ
ー
ム
に

降
り
立
つ
と
、
南
側
の
線
路
に
沿
う
よ
う
に
シ
ー
ト
で

覆
わ
れ
た
建
設
中
の
巨
大
な
建
造
物
が
迫
っ
て
く
る
。

一
昨
年
十
二
月
に
着
工
し
た
（
仮
称
）
京
王
重
機
ビ
ル

再
開
発
事
業
の
建
設
現
場
だ
。
駅
前
か
ら
ア
パ
ー
ト
や

マ
ン
シ
ョ
ン
、
一
戸
建
て
の
住
宅
街
が
広
が
る
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
で
一
際
目
を
ひ
く
こ
の
ビ
ル
は
、
地
上
二
一
階
、

地
下
二
階
。
集
合
住
宅
、
オ
フ
ィ
ス
、
店
舗
が
入
居
予

定
の
複
合
施
設
だ
。
築
後
約
半
世
紀
を
経
た
京
王
重
機

整
備
㈱
の
ビ
ル
を
建
て
替
え
、
新
た
な
笹
塚
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
再
開
発
し
て
い
る
。

　

七
月
上
旬
の
段
階
で
九
階
ま
で
の
鉄
骨
建
方
が
完
了

し
、
こ
れ
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
低
層
部
か
ら
コ
ン
ク

生
ま
れ
変
わ
る

笹
塚
駅
前
の
新
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

現在、鉄骨建方作業が進む9階部分。

現
場
で
の
経
験

旺
盛
な
知
識
欲
が

次
代
を
拓
く

Site Discovery
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文：槌田波留基　写真：特記以外は山田新治郎

リ
ー
ト
の
打
設
が
始
ま
っ
て
い
た
。
現
場
を
統
括
す
る

鹿
島
・
京
王
建
設
共
同
企
業
体
の
増
田
孝
弘
所
長
（
鹿

島
建
設
㈱
）
に
、
現
場
の
概
要
を
伺
っ
た
。「
こ
こ
は
か

つ
て
発
注
者
で
あ
る
京
王
重
機
さ
ん
の
車
両
整
備
工
場

が
あ
っ
た
場
所
で
す
が
、
今
は
閑
静
な
住
宅
街
で
す
。

こ
の
建
物
は
周
辺
で
最
も
高
い
ビ
ル
に
な
り
ま
す
か
ら
、

笹
塚
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
街
の
活
性
化
を
期
待
す
る
声

も
聞
こ
え
て
き
ま
す
」。

　

京
王
重
機
整
備
㈱
が
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
「
結
ぶ
」。
暮
ら
し
、
安
心
、
環
境
な
ど
幅
広
い

フ
ェ
ー
ズ
を
結
び
、
住
む
人
、
訪
れ
る
人
、
働
く
人
に

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
提
供
す
る
。（
仮
称
）
京
王
重
機
ビ

ル
再
開
発
事
業
は
笹
塚
駅
南
口
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

出
発
点
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

駅
改
札
か
ら
地
区
内
の
商
業
施
設
ま
で
は
屋
内
通
路

と
広
場
で
結
び
連
続
的
に
整
備
す
る
。
周
辺
に
は
歩
行

者
の
憩
い
の
場
な
ど
多
様
な
用
途
に
対
応
す
る
空
間
を

配
す
る
。
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
防
災
機
能
の
一

端
も
担
う
こ
と
に
な
る
。
敷
地
内
に
は
隣
接
す
る
玉
川

上
水
の
緑
を
継
承
し
、
可
能
な
限
り
緑
化
空
間
を
創
出

す
る
と
い
う
。
低
層
住
宅
が
軒
を
連
ね
、
細
い
路
地
で

つ
な
が
れ
た
駅
前
の
風
景
は
、
広
々
と
視
界
が
開
け
た

賑
わ
い
の
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
施
工
条
件
に
は
独
特
の
難
し
さ
が
あ

る
と
増
田
所
長
は
話
す
。「
北
側
に
笹
塚
駅
を
背
負
っ

て
お
り
、
残
る
三
方
は
住
宅
街
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、

周
辺
住
民
に
対
す
る
負
荷
低
減
が
最
も
重
要
な
テ
ー
マ

に
な
る
現
場
で
す
」。

　

資
機
材
の
搬
入
ゲ
ー
ト
は
一
カ
所
の
み
だ
。
工
事
車

両
は
二
〇
〇
㍍
ほ
ど
離
れ
た
北
側
の
甲
州
街
道
か
ら
京

渋
谷
区
笹
塚
。新
宿
、渋
谷
、東
京
な
ど
主
要
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
ま
で

三
〇
分
圏
内
の
こ
の
街
で
新
た
な
都
市
計
画
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
の「
笹
塚
駅
南
口
地
区 

地
区
計
画
」の
起
点
と
な
る

「（
仮
称
）京
王
重
機
ビ
ル
再
開
発
事
業
」の
建
設
現
場
を
訪
ね
た
。

鉄
道
の
軌
道
と
住
宅
街
に
囲
ま
れ
た
現
場
。

高
層
ビ
ル
は
三
つ
の
顔
を
持
ち
、用
途
に
合
わ
せ
て
外
観
を
変
容
さ
せ
な
が
ら

上
空
を
目
指
す
。バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
工
法
、

技
術
に
触
れ
な
が
ら
若
手
社
員
た
ち
が
研
鑽
を
積
ん
で
い
た
。

 （
仮
称
）京
王
重
機
ビ
ル
再
開
発
事
業

鉄
道
を
背
負
っ
た
住
宅
街
の
高
層
ビ
ル
建
設

現在の笹塚駅前には「広場」がない。改札を出るとす
ぐショッピングモールと住宅街に足を踏み入れるこ
とになる。駅周辺は車と人の往来が途切れない。安
全を確保するため最大限の配慮が必要になる。

上層階に向かうにつれその表情を刻々と変化させる
ユニークな複合ビル。住む、働く、楽しむといった要
素をひとつの上質な空間に集約する。（提供：鹿島建
設㈱）

発 注 者：京王重機整備株式会社
施 工  者：鹿島・京王建設共同企業体
工　　期：平成24年12月〜
　　　　　平成27年1月（予定）
延床面積：約38,400㎡
規　　模：地上21階、地下2階、塔屋1階

工事概要

住宅

オフィス

屋上庭園
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地域貢献
施設

京王線
笹塚駅
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王
線
の
高
架
を
く
ぐ
っ
て
進
入
し
て
く
る
。
そ
の
間
に

約
一
〇
名
も
の
警
備
員
を
配
置
し
、
万
全
な
誘
導
体
制

を
敷
い
た
。
鉄
骨
の
施
工
が
完
了
す
る
と
住
宅
街
に
面

し
た
と
こ
ろ
か
ら
即
座
に
防
音
シ
ー
ト
で
現
場
を
覆
い
、

騒
音
を
低
減
し
て
い
る
。
増
田
所
長
は
「
京
王
重
機
さ

ん
も
早
期
か
ら
安
全
、
安
心
を
旨
と
し
て
近
隣
の
皆
さ

ん
と
調
整
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
信
頼
と
周
辺

の
期
待
に
応
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
気
を
引
き

締
め
て
い
る
。

　

建
設
中
の
ビ
ル
は
異
な
る
フ
ァ
サ
ー
ド
が
三
層
に
連

な
る
外
観
が
特
長
的
な
高
層
ビ
ル
だ
。
一
階
か
ら
三
階

は
現
代
的
な
店
舗
ゾ
ー
ン
、
そ
の
上
、
八
階
ま
で
が
ガ

ラ
ス
張
り
の
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
オ
フ
ィ

ス
フ
ロ
ア
、
一
〇
階
か
ら
二
一
階
は
二
三
六
戸
が
入
居

す
る
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
な
賃
貸
住
宅
に
な
る
。
し
か
し
、

低
層
か
ら
施
工
を
進
め
、
工
程
が
習
熟
度
を
高
め
た
と

こ
ろ
で
建
物
の
構
造
が
切
り
替
わ
り
、
現
場
の
リ
ズ
ム

も
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
増
田
所
長
は
決
し
て
容
易
な
現

場
で
は
な
い
と
話
す
。「
三
つ
の
用
途
が
一
カ
所
に
集

約
さ
れ
た
ビ
ル
。
構
造
や
設
備
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
現
場
に
は
様
々
な
技
術
、
工
法

が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
若
手
に
は
い
い
勉
強
の
場
に
な

る
は
ず
で
す
よ
」
と
語
る
。

　

増
田
所
長
に
は
三
〇
歳
頃
に
携
わ
っ
た
と
て
も
印
象

的
な
現
場
が
あ
る
。
や
は
り
高
層
ビ
ル
建
設
の
仕
事
だ

っ
た
。
ス
ポ
ン
サ
ー
は
他
社
の
ゼ
ネ
コ
ン
、
Ｊ
Ｖ
に

一
一
社
が
名
を
連
ね
る
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。

「
そ
こ
で
頻
繁
に
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
。

会
社
や
立
場
を
超
え
て
若
手
が
集
ま
っ
て
工
法
や
技
術

に
つ
い
て
討
論
し
、
切
磋
琢
磨
す
る
。
い
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
」
と
回
想
す
る
。
現
場
で
場
数
を
重
ね
る
だ

け
で
は
な
く
、
座
学
で
知
識
を
身
に
つ
け
る
大
切
さ
を

学
ん
だ
と
言
う
。
そ
の
た
め
、
こ
の
現
場
で
も
若
手
に

は
貴
重
な
経
験
を
積
み
な
が
ら
、
ど
ん
欲
に
知
識
を
吸

収
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。「
そ
う
い
う
気
持
ち

が
若
手
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
ち
ょ
っ
と
怪
し

い
で
す
け
ど
ね
」
と
苦
笑
し
た
。

これまで「建築」一筋でやってき
ましたが、この現場で初めて所

ことがしばしばです。かといって孤独
感に苛まれることはありません。何か
あれば相談に乗ってくれる仲間が会社
や現場にたくさんいますから。
　かつて私を育ててくださった「所長」
には近付き難いオーラがありました。
まだまだ手探り状態ですが、私も仲間
意識とカリスマ性を兼ね備えた統率者
としてこの現場を引っ張っていきたい
と考えています。 

長を拝命しました。気付かされたのは
その責任の重さです。世界観が一変す
るほど「所長」の使命は重い。鉄道と
住宅に包囲された狭隘な現場で、危険
因子も少なくありません。いかに安全
に施工を進捗させるか、近隣の皆さん
に安心を担保するか、すべて私の判断
で決まってしまう。夜間も落着かない

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

鹿島・京王建設共同企業体
（仮称）京王重機ビル再開発事業
所長

増田孝弘
Takahiro Masuda

　

現
場
に
は
三
人
の
若
手
女
性
職
員
が
働
い
て
い
る
。

増
田
所
長
は
も
ち
ろ
ん
彼
女
た
ち
に
対
し
て
も
、
次
代

の
建
設
業
界
を
担
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
育
成

す
べ
く
指
導
を
し
て
い
る
と
い
う
。
女
性
の
進
出
が
加

速
し
て
い
る
と
は
い
え
、
男
性
社
会
の
ト
ー
ン
が
色
濃

く
残
る
建
設
現
場
に
お
い
て
戸
惑
い
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
。「
男
性
側
が
女
性
と
の
接
し
方
に
慣
れ
て
い
な
か

っ
た
せ
い
か
、
正
直
、
最
初
の
頃
は
多
少
ま
ご
つ
く
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
現
場
で
は
そ
ん
な
こ
と
に

頓
着
す
る
余
裕
は
な
い
。
モ
ノ
づ
く
り
に
対
す
る
姿
勢
、

そ
の
喜
び
や
つ
ら
さ
に
男
も
女
も
な
い
で
し
ょ
う
？
」

　

女
性
職
員
が
働
く
現
場
は
確
か
に
活
気
が
あ
る
と
い

う
。
増
田
所
長
は
日
々
奮
闘
す
る
彼
女
た
ち
を
ア
ス
リ

ー
ト
に
た
と
え
た
。「
女
子
サ
ッ
カ
ー
に
女
性
ら
し
さ

が
必
要
で
し
ょ
う
か
。
日
々
練
習
を
繰
り
返
し
、
必
死

に
技
を
磨
き
続
け
て
い
る
選
手
は
そ
れ
だ
け
か
っ
こ
い

い
。
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
姿
が
美
し
い
ん
で
す
」。
気

に
な
る
の
は
む
し
ろ
将
来
の
こ
と
だ
。
彼
女
た
ち
が
管

理
職
と
し
て
現
場
を
率
い
る
と
き
、
人
員
の
多
く
を
男

性
が
占
め
る
現
場
を
躊
躇
な
く
仕
切
る
こ
と
が
で
き
る

指
揮
官
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

三
人
に
お
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
所
長
を
は
じ
め
、
ベ
テ
ラ
ン
の
職
人
さ
ん
に
学

ぶ
こ
と
は
多
い
と
話
す
。
さ
ら
に
そ
の
言
葉
の
端
々
か

ら
、
取
得
し
た
知
識
を
自
分
な
り
に
掘
り
下
げ
、
現
場

で
そ
れ
を
生
か
そ
う
と
す
る
意
欲
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

こ
と
さ
ら
男
女
を
意
識
し
て
い
る
様
子
は
微
塵
も
感
じ

ら
れ
な
い
。
若
手
社
員
ら
し
く
異
口
同
音
に
現
場
の
楽

し
さ
、
難
し
さ
を
口
に
し
た
。
増
田
所
長
の
語
る
「
現

場
で
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
旺
盛
な
知
識
欲
」
は
彼
女
た

ち
に
も
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

今は現場に没頭する日々。将来的には本支店の業務も経験したいという。

現
場
で
経
験
を
積
む
、座
学
で
知
識
を
磨
く

建
設
業
界
の
未
来
を
担
う
女
性
職
員
た
ち

上／常に一歩先の工程を考えて綿密な相談、打合せを繰り返す。
下／図面担当だが、今後の工程では現場に出る機会も増えてくる。

仮囲いの一角を活用して小さな
花壇をつくった。警備員や作業
員が交代で水やりをしている。
苗の仕入れは女性職員の川上さ
んが「園芸部」として担当。「さ
さやかですが地域貢献になれば
と大切に育てています」。

2年生のコンクリート打設担当です。就
活で「現場訪問」した際、心で現場にぶつ
かっている先輩に出会い、その活気溢れ
る仕事ぶりに憧れてこの世界に入りまし
た。職人さんから教わることが多いので、
コミュニケーションを大切にしています。

（友池美耶子さん）

施工図面の管理に携わっています。自信
を持ってまとめた躯体図を見た職人さん
に「図面ではこうなっているけど現場では
ちょっと無理だよね」と指摘されることも
しょっちゅう。苦労も多いけど、私自身
にとっては成長を実感できる貴重な現場
です。（川上佳奈さん）

この現場では鉄骨を担当。異なる工法を
経験できる希有な現場です。増田所長は
一見建設業界っぽくないスマートさがあ
って、何でも相談できます。語り口も優
しいんですけど、話されている内容は怖
いほど厳しいことがあり、一言多い私は
怒られてばっかりです。（中村麻希さん）


